別紙様式１－２

令和７年度出前授業等支援事業取組提案書

１ 事業の実施体制等
	事業実施者の名称
	

	事業実施者の代表者
	所属：
役職 氏名：

	事業実施者の担当者
	所属：
役職 氏名：住所：
電話： ＦＡＸ：
Ｅ-ｍａｉｌ： ＵＲＬ：

	実施体制
	（注）事業実施体制を図示すること。

	事業実施者の経理体制
	・経理責任者担当者：氏名
所属（部署名等）役職等
・経理処理体制
（注）ａ 処理の流れ、資金の管理方法等について記載
ｂ 経理事務処理に携わる各担当者を記載するとともに、経理事務処理体制、事務の流れ及び内部けん制体制について、わかるように記載すること。
ｃ 経理担当者の経理処理に有効な資格の有無、経験年数、研修実績、内部及び外部監査の体制等を記載すること。
ｄ 上記項目について記載する他、事務処理体制がわかる概念図やフロー図等を記載すること。（別紙可）
ｅ その他特記すべき内容等があれば記載すること。

	魚食普及の取組実績
	（注）これまでに行った魚食普及活動及びその効果について記載
すること。



２ 事業の目的、内容、実施スケジュール
（１） 事業の目的（注）魚食に係る現状及び課題を踏まえ、当事業によって実現を目指す事柄について、実施しようとする事業内容との整合性に注意して記入して下さい。


（２） 事業の内容（注）本事業で実施する取組について、講師となる者、対象者及び人数、どのような事項を「体験」させるのか、どのような効果が期待されるのかを具体的に記載すること。


	区分
	内容
	備考

	①謝金
	誰にどのような協力を得るのか、その者の経歴、１日あたりの単価
及び日数等を記載して下さい。
	

	②旅費
	協力を得ようとする者の旅費の詳細（１回あたりの単価、回数等）
について記載してください。
	

	③原材料費
	魚種名、単価、数量の予定を記入してください。
	

	④会場借料
	１日あたりの単価、日数を記載してください。
	

	⑤保険料
	１日あたりの単価、人数を記載してください。
	



（３）事業の実施スケジュール
	実施予定時期
	実施予定場所
	実施方法等
	備考

	○○月
○○月
	
	
	



３ 経費の配分
（注）a 備考欄には、経費区分ごとに消費税仕入控除税額を減額した場合は「減額した金額○○○円」を、同税額がない場合は「該当なし」を、同税額が明らかでない場合には「含税額」をそれぞれ記載すること。
b 同一提案内容で本事業以外の支援を受けている場合又は受ける予定がある場合には、備考欄に補助の主体（地方公共団体等）及びその金額を記載すること。
c　事業実施にあたり、参加費等の徴収や売上等による「収入」がある場合は備考欄に記載すること。なお、総事業費から「収入」を控除した金額が「助成事業に要する経費」となる。１段目に総事業費を実数で記載し、２段目に収入を減した助成事業に要する経費を括弧書きで記載すること（後段の記載例を参照のこと）。
d　以下６についてもa～c同様の記載をすること。
	区分
	助成事業に
要する経費
	負担区分
	備考

	
	
	助成金
	自己負担金
	

	①謝金
②旅費
③原材料費
④会場借料
⑤保険料
	円
	円
	円
	

	計
	
	
	
	




５ 事業完了予定年月日令和	年	月	日


６ 収支予算
（１）収入の部
	区分
	本年度予算額
	備考

	助成金
自己負担金
	円
	

	計
	
	



（２）支出の部
	経費
	本年度予算額
	備考

	①謝金
②旅費
③原材料費
④会場借料
⑤保険料
	円
	

	計
	
	


（添付資料）
（１）提出者の概要（団体概要等）が分かる資料の正本又は写しを添付すること。例えば、
・定款又は業務方法書等
・直近会計年度分の財務状況が分かる資料（貸借対照表及び損益計算書等（損益計算書、正味財産増減計算書、収支計算書など））
・組織概要、パンフレット、最新の事業計画等

（２）必要に応じて、事業の概要や実施体制が分かる資料を添付すること。




※記入例
３　経費の配分の記入例（助成額の上限が50万円の場合）
	区分
	助成事業に
要する経費
	負担区分
	備考

	
	
	助成金
	自己負担金
	

	
①謝金
②旅費
③原材料費
④会場借料
⑤保険料
	円
100,000
100,000
100,000
800,000
100,000
	円
20,000
20,000
50,000
400,000
10,000
	円
80,000
80,000
50,000
400,000
90,000
	参加費として1,000円/人徴収。
収入：1,000円×100人＝100,000円

	計
	1,200,000
(1,100,000)
	500,000
(500,000)
	700,000
(600,000)
	



６　収支予算の記入例
　（１）収入の部
	区分
	本年度予算額
	備考

	
助成金

自己負担金
	円
500,000
(500,000)
700,000
(600,000)
	
収入として100,000円を見込む

	計
	1,200,000
(1,100,000)
	



　（２）支出の部
	経費
	本年度予算額
	備考

	
①謝金
②旅費
③原材料費
④会場借料
⑤保険料
	円
100,000
100,000
100,000
800,000
100,000
	

	計
	1,200,000
(1,100,000)
	




